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楽農学校 第１期有機農業コース受講申込書 
                                                                           
  
 公益社団法人   兵庫みどり公社  理事長  様                                    
                                                                           
       

 楽農学校（有機農業コース）の受講を下記のとおり申し込みます。  
                                                                        

平成２７年   月   日  

(ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ) 

氏   名 

(                  ) 

 
男・女 

生年月日 

 年  月  日 

年齢 

   歳

住   所 
 〒 

連 絡 先 
 電話番号:          携帯電話： 

FAX番号 :  E-mail  : 

利用希望 

区画数 
          区画（1区画25㎡） 

この研修の 

受講の理由 

○有機農業を実施したい想い 

○目標とする有機農業の姿 

（  ）自家消費主体 （  ）自家消費と一部販売 （  ）農業経営 

有機農業を実施
する農地がある
場合 

右欄に記入 

○農地の所在地（市町、字） 

○農地面積 

所有地で（     アール） 借地で（      アール） 

○周辺の有機農業への理解度 

 （  ）あり  （  ）なし  （  ）不明 

 

 

農
業
経
験 

・ 

研
修
の
有
無 

農業経験が
ある場合 

右欄に記入 

経営・手伝いの別     経営     ・  手伝い 

従事の場所（市町、字）  

農地の面積 アール 

従事年数 年 

栽培した主な作物  

研修経験が
ある場合 
右欄に記入 

研修名 

および研修期間 

有機農業塾 (H  年、  年          ) 
生きがい農業コース(H  年、 年、 年     ) 
就農コース(H  年～  年)、 
その他研修（具体的に                ） 

操作できる
農業機械の
種類 
右欄に○を
記入 

（  ）トラクター、（  ）管理機、（  ）草刈り機 

その他（具体的に                 ） 

この研修の実施はどのよう

にして知りましたか 
 

 


	要項
	申込書

